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信用状付き一覧払荷為替手形の仕組み（買取の場合）
	①
	契約の締結
	輸入者は輸出者と売買契約を締結する。

	②
	信用状の開設を依頼
	輸入者は取引銀行に対し、輸出者を受益者とする信用状の開設を依頼する。

	③
	信用状の開設通知
	銀行は信用状を開設した上、コルレス先外国銀行等を経由して受益者（輸出者）宛にこれを通知する。

	④
	荷為替手形の振出
	輸出者は貨物船積後、信用状条件に従い船積書類を整え、荷為替手形を振出す。

	⑤
	荷為替手形の取組

（手形買取の依頼）
	荷為替手形を取組み、信用状を添付してその取引銀行に買取を依頼する。

	⑥
	手形買取代り金の支払
決済レート：Acceptance Rate

（一覧払輸入手形決済相場）
	輸出者の取引銀行は荷為替手形を買取り、その手形買取代り金を輸出者に支払う。

以上で輸出者の代金回収は（後日特別の問題が生じない限り）終了する

	⑦
	荷為替手形の送付
	買取銀行は、信用状開設銀行（又はその指定する銀行）宛に荷為替手形を送付し、信用状に基づいて支払を求める。

	⑧
	手形金額の決済
	信用状開設銀行は荷為替手形を受領すると、船積書類が信用状条件に一致していることを確認の上、買取銀行に代金を支払う。

	⑨
	輸入者に対する書類到着通知
	これと同時に信用状開設銀行は輸入者に船積書類の到着を通知し、支払を請求する。

	⑩
	輸入者が決済し船積書類を受領

決済レート：At sight Buying Rate

（一覧払手形買取相場）
	輸入者は手形金額を支払い、これと引換に信用状開設銀行から船積書類の引渡をうける。


（注）⑧～⑩の実際の決済時期は、銀行間のコルレス契約、決済口座の場所等により左右されるので、⑥及び⑦の時期と前後することがある。
	信用状付き一覧払荷為替手形の仕組み（取立の場合）

①～④まで、買取と同じ。
なお、取立は、「取立統一規則」によるものでなく、「信用状統一規則」にのっとって行ってもらう（開設銀行には買取したものとして請求する）。これにより、信用状開設銀行側に書類点検義務が生じる

	⑤
	手形取立の依頼
	輸出者は信用状を添付してその取引銀行に取立を依頼する。

	⑥
	荷為替手形の送付
	取立銀行は、信用状開設銀行（又はその指定する銀行）宛に荷為替手形を送付し、信用状に基づいて支払を求める。

	⑦
	手形金額の決済
	信用状開設銀行は荷為替手形を受領すると、船積書類が信用状条件に一致していることを確認の上、取立銀行に代金を支払う。

	⑧
	輸入者に対する書類到着通知
	これと同時に信用状開設銀行は輸入者に船積書類の到着を通知し、支払を請求する。

	⑨
	輸入者が決済し船積書類を受領

決済レート：At sight Buying Rate

（一覧払手形買取相場）
	輸入者は手形金額を支払い、これと引換に信用状開設銀行から船積書類の引渡をうける。

	⑩
	手形取立金の支払

決済レート：TTB （電信買相場）
	輸出者の取引銀行は取立金を受領するとそれを輸出者に支払う。
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課題：前頁のL/Cの買取の仕組みの番号①～⑩を次の図の矢印に入れてください。
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